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１ 外国人傷病者対応

（１） 外国人傷病者に対する救急活動の課題と取組
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① 課題と取組（時系列）

② 現状の課題の整理

フェーズ 準備段階 入電時 現場活動 病院選定

課題
○様々な国からの訪日外国人への救急対応
○テロ発生の可能性
○職員の外国人傷病者への対応能力向上

○外国人からの通報の増加 ○病院選定が困難（現場滞在時間の延伸）

取組

○救急車の適正利用、医療機関の受診方法の広報（HP及び資料配付）

○外国人傷病者対応訓練

○他機関との連携

○コミュニケーションツールの活用

○医療機関情報の事前把握

➣国際的大規模イベント関係施設とのテロ等を想定した訓練
➣空港と連携した訓練、通訳との連携

➣救急受診ガイドの英語版のHP掲載
➣空港、宿泊施設に外国人向けパンフレットやポスター等の配布

➣電話通訳センターを介した三者間同時通訳、救急ボイストラ等

➣救急タグ活用連携

➣国際的大規模イベント期間中の外国人対応
医療機関の事前指定（G20大阪サミット）
➣JMIP認証医療機関の活用

入電～現着 接触～車内収容～現場出発 ※病院連絡

課題
主な課題は、病院選定における現場滞在時間の延伸。

※連絡会参加消防本部の中でも特に延伸が認められた消防本部では、車内収容から現場出発までの時間に約7.6分の差が認められた。
（全救急事案〈12.1分〉、外国人事案〈19.7分〉）

留意点
救急現場でのコミュニケーションでは、既存のツールを組み合わせて活用することが重要。

電話通訳センターを介した三者間通話や救急ボイストラなどのツールには、それぞれ長所・短所があ
るので、状況に応じて使い分けることで適切に対応することができる。

参考事例
外国人傷病者対応においては、準備段階での取組を工夫していくことが有効。

効果的な取組として、救急車の利用方法等の広報、関係機関との連携訓練における工夫などのほか、
先進的な取組として救急タグの活用があった。

※コミュニケーションにおける課題は、既存のツールの組み合わせで
対応可能
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（２） 外国人傷病者の課題（医療機関選定）における先進的な取組
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① G20大阪サミットにおける取組（大阪府）

➣ 母国語のみ会話可能な外国人を対応する救急事案が発生し、
救急隊は事前に示されていた医療機関連絡表をもとに病院連絡を

実施したが、選定に時間を要し、現場滞在時間は３０分を超えた。
〈改善前〉

○医療機関名、
場所、連絡先、

対応診療科目の
み記載➣ 対応言語や対応可能時間帯などを正確に把握できなかったため、

リストの上部から順番に病院連絡を行ったことが原因と考えられた。

➣ 現場滞在時間延伸の対策として、消防側と衛生主管部局
が連携して、対応可能言語と対応可能時間帯を追加した
右記の表を作成し、医療機関選定時間の短縮を図った。

〈改善策〉 〈改善後〉
○上記項目
に加え、
対応可能言語、
対応可能時間帯

を詳細に記載

➣ 対応可能言語や時間帯を正確に把握するには、医師や医療通訳などの方々の勤務時間などを
把握する必要があり、通常時から消防機関と医療機関の間で常時共有することは困難である。

➣ 国際的大規模イベントでは、開催期間が限られていることもあり、対応可能言語や時間帯を正確かつ
詳細に把握することができ、有用な取組となることが期待できる。

〈留意すべき意見〉

〈現場滞在時間延伸の原因〉

※終日対応可能な医療機関を黄色に色分けしている。
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（２） 外国人傷病者の課題（医療機関選定）における先進的な取組
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② 医療機関選定における課題

➣ 課題として、国際的大規模イベントなどの期間が限られる場合以外の通常時の医療機関選定がある。

➣ 外国人患者を受け入れる医療機関の情報を取りまとめたリストの活用

〈対応策〉

〈外国人患者を受け入れる医療機関の情報を取りまとめたリスト〉

外国人患者を受け入れる医療機関の情報を取りまとめたリスト（医療機関リスト）とは、厚生労働省と観光庁が連携して、都道府県が選出する
外国人患者を受け入れる拠点的な医療機関を取りまとめ、対応言語、診療科目等を一元化したリストのことで、
令和元年７月から厚生労働省HP（https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_05774.html）
９月から日本政府観光局（JNTO）HP（https://www.jnto.go.jp/emergency/jpn/mi_guide.html）に公開されている。

－掲載情報－
●都道府県 ●医療機関名（日本語・英語) ●郵便番号 ●住所(日本語・英語 ) ●電話番号 ●受付時間 ●WEBサイト
●対応診療科と対応外国語 ●利用可能なクレジットカード
●その他利用可能なキャッシュレスサービス ●２４時間３６５日対応可否 ●災害拠点病院
●外国人受入環境整備事業の対象医療機関 ●JMIP（ｼﾞｪｲﾐｯﾌﾟ） ●JIH（ｼﾞｬﾊﾟﾝｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙﾎｽﾋﾟﾀﾙｽﾞ）
●都道府県が選出する外国人患者を受け入れる拠点的な医療機関
カテゴリー１：入院を要する救急患者に対応可能な医療機関
カテゴリー２：診療所・歯科診療所も含む外国人患者を受入可能な医療機関
●医療機関種別 ●救急医療体制 ●外国人患者対応の専門部署の有無及び対応言語・対応可能日時
●外国人向け医療コーディネーターの有無および対応言語・対応可能日時
●医療通訳者の有無および対応言語・対応可能日時 ●遠隔通訳の有無および対応言語・対応可能日時
●その他の言語サポートの有無および対応言語・対応可能日時

➣ 医療機関リストについては、地域の実情に応じて救急現場で活用可能な状態に加工することや衛生主管部局との連携を
図り正確性を高めるなど、活用方法を検討する必要がある。〈第２回連絡会での議題予定〉

➣ 傷病者の搬送及び受入れ実施基準があるため、あくまで直近の医療機関選定を優先しているが、外国人傷病者の受入れ可能医療機関（Ｊ
ＭＩＰ認証医療機関など）を事前に把握し、医療機関を選定する際の情報の一つとしている消防本部もある。

ＪＭＩＰ とは、Japan Medical Service Accreditation for International Patientsの略。多言語による診療案内や、異文化・宗教に配慮した対応など、
外国の方々が安心・安全に日本の医療サービスを受けられる体制を整えている医療機関を認証する制度。厚生労働省の支援事業として、
一般財団法人日本医療教育財団が評価・認証を行う ( 令和元年９月末日現在、67の医療機関が認証取得)。

〈外国人患者受入れ医療機関認証制度（JMIP(ジェイミップ)）認定医療機関〉

〈※参考意見〉

〈課題〉

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_05774.html
https://www.jnto.go.jp/emergency/jpn/mi_guide.html
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➣ 連絡会参加本部からの意見では、既存のツールを組み合わせて活用することで対応可能とのことだった。

しかし、それぞれのツールにはそれぞれの留意点がある。
➣ 電話通訳センターを介した三者間同時通訳、多言語音声翻訳アプリ「救急ボイストラ」においては、
それぞれの活用場面において、以下の長所・短所が存在する。

名称 活用場面 長所 短所

電話通訳センター
を介した
三者間同時通訳

119番通報時
救急活動時 等

相手側からの訴えを聞き取る状況に有効
（open question）

➣ 詳細な状況の聴取が可能
〈例〉 通訳者を介すことで、発生状況や既往歴、かかりつけの
医療機関などの傷病者情報を伝える場合など

○直接的なコミュニケーションができない
ため、救急隊接触時などには、言語の選
定や傷病者（関係者を含む）を落ち着かせ
ることなどに不向きであることが多い。

多言語音声翻訳
アプリ
「救急ボイストラ」

救急活動時 等 こちら側から聴取したい内容を聞き取る状況に有効
（closed question）

➣ ジェスチャーを含めた直接的なコミュニケーションが可能

〈例〉 定型文利用や音声翻訳により接触時のICや観察・処置を
行う場合や画面表示により言語選定をする場合など

○翻訳技術は発展途上の技術であり、救
急ボイストラに関しては、長文の翻訳が困
難であることが多い。

（３） コミュニケーションツールの活用における留意点

〈留意点〉
➣ 各コミュニケーションツールの長所・短所
を把握し、それぞれを補うことで、外国人
傷病者の対応能力の向上を図ることが
重要である。

救急ボイストラ三者間同時通訳

状況に応じて
使い分ける

三者間同時通訳、救急ボイストラの場合
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（４） 準備段階における効果的・先進的な取組（参考事例）
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② 先進的な取組

〈救急タグの活用〉
➣ 救急タグとは、外国人が治療中の病気を含む既往歴や服用薬、
アレルギーなどの情報をICチップなどに書き込み、携行してもらうことに
よって、緊急時の迅速に医療機関に繋げることを目的としたもの。

➣ G20大阪サミットでは、医療部局と連携し、特設コーナーを設置し、
希望者に配布。

〈救急車適正利用などの広報における工夫〉
➣ 空港やイベント会場近隣宿泊施設などの主要関係施設へ救急車利用ガイドや情報共有
シート等を配布

➣ 多くの方に伝わるよう英語表記だけでなく、多言語表記にするとともに、QRコードを掲載し
必要情報を限定して、より伝わりやすいポスターを作成

〈関係機関との連携訓練実施におけるポイント〉
➣ 空港などの主要施設との連携訓練については、訓練の企画段階から連携を図り、顔の
見える関係を作ることで、通常時の外国人傷病者対応の連携強化にも繋がった。

① 効果的な取組

多言語表記で
作成された
ポスター
〈救急車利用ガイド〉

（５） スケジュール

【第２回連絡会】令和２年１月下旬（予定）

〈議題・予定〉
○ 医療機関リストの活用方法について
○ 連絡会に参加していない国際的大規模イベント（ラグビーワールドカップなど）開催都市管轄消防本部へのヒアリング
○ 各消防本部の効果的・先進的な取組の展開方法（報告書・案）

QRコード
各言語で記載されている

救急車利用ガイドが掲載され
ているHPにリンクしている。
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参考資料 外国人傷病者対応連絡会での調査結果
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フェーズ 通常時 国際的大規模イベント開催時

準備段階

⑴ コミュニケーションガイドブック及び多言語医療ガイドブックの管内配布。･･･釜石大槌地区行政事務組合消防本部
⑵ 限定的に空港周辺のホテルに対して情報共有シートを配布・関係施設とのテロ災害時の多数傷病者発生時の訓練（外
国人対応を含む）･･･成田市消防本部

⑶ 救急車利用ガイド（英語版）の管内配布･･･羊蹄山ろく消防組合消防本部
⑷ 英語対応救急隊の運用、コミュニケーションマニュアル・救急用コミュニケーション支援ボード・救急ボイストラの
配置（救急ボイストラは一部の救急隊）･･･東京消防庁

⑸ 市内主要施設へのQRコード付きポスター配布。三者間同時通訳（１５か国語）、救急ボイストラ、コミュニケーショ
ン支援ボート（５か国語）、情報収集シート（１９か国語）、多言語拡声器（３か国語）･･･藤沢市消防局

⑴ 救急タグの事前登録･･･大阪市消防局
⑵ 市役所職員の外国人を招き、三者間同時通訳及び救急
ボイストラを使用した訓練を実施。･･･釜石大槌地区行政事
務組合消防本部

⑶ セーリング大会イベント時，外国人へ救急車利用者ガイ
ドを配布、関係施設との国民保護共同実動訓練（外国人
対応を含む）、宿泊利用者に向けた多言語対応リーフレッ
トの配布（予定）･･･藤沢市消防局

⑷ 英語対応救急隊の運用、コミュニケーションマニュア
ル・救急用コミュニケーション支援ボード・救急ボイスト
ラの配置（救急ボイストラは一部の救急隊）･･･東京消防庁

入電時

⑴ 外国語通訳サービス･･･大阪市消防局
⑵ 多言語電話通訳（英語・中国語・韓国語・ポルトガル語・スペイン語）５ヶ国･･･那覇市消防局
⑶ ちば共同指令センターで対応（三者間同時通話）･･･成田市消防本部
⑷ 外国語通訳サポーター、英会話マニュアル･･･羊蹄山ろく消防組合消防本部
⑸ 多言語通訳支援業務（指令室）･･･東京消防庁
⑹ 多言語コールセンターの活用･･･豊田市消防本部
⑺ 三者間同時通訳･･･藤沢市消防局、釜石大槌地区行政事務組合消防本部

⑴ 三者間同時通訳･･･藤沢市消防局
⑵ 多言語通訳支援業務（指令室）･･･東京消防庁

救急活動

⑴ 外国語通訳サービス、救急ボイストラ、救急多言語問診アプリ･･･大阪市消防局
⑵ 救急ボイストラ･･･羊蹄山ろく消防組合消防本部
⑶ 三者間同時通訳、救急ボイストラ･･･那覇市消防局、釜石大槌地区行政事務組合消防本部
⑷ 救急ボイストラ・第3者通話（救急隊から直接）・空港内では通訳等の活用･･･成田市消防本部
⑸ 多言語通訳支援業務（指令室）、コミュニケーションマニュアル、救急用コミュニケーション支援ボード、救急ボイ
ストラ･･･東京消防庁

⑹ 外国人救急対応カードの活用、多言語音声翻訳アプリ救急ボイストラの活用、多言語コールセンターの活用･･･豊田市
消防本部

⑺ 三者間同時通訳、救急ボイストラ、コミュニケーション支援ボート、情報収集シート、多言語拡声器･･･藤沢市消防局

⑴ 外国語通訳サービス、救急ボイストラ、救急タグ･･･大阪
市消防局

⑵ 三者間同時通訳、救急ボイストラ、コミュニケーション
支援ボート（５か国語）、情報収集シート（１９か国語）、
多言語拡声器（３か国語）･･･藤沢市消防局

⑶ 多言語通訳支援業務（指令室）、コミュニケーションマ
ニュアル、救急用コミュニケーション支援ボード、救急ボ
イストラ･･･東京消防庁

病院選定

⑴ 医療機関への事前指定はなく、事案毎に、外国人受け入れを医療機関へ確認後搬送している。･･･那覇市消防局
⑵ 通信指令室で対応（日本人も含む）･･･釜石大槌地区行政事務組合消防本部
⑶ 基本的には近隣の病院に受け入れ可能。･･･成田市消防本部
⑷ 選定困難時は東京ルールに移行し、地域救急医療センターでの調整が不調の場合はコーディネーターがＪＭＩＰ認証
医療機関を含めた調整に移行する。･･･東京消防庁

⑴ 外国人対応医療機関の事前指定･･･大阪市消防局
⑵ 選定困難時は東京ルールに移行し、地域救急医療セン
ターでの調整が不調の場合はコーディネーターがＪＭＩＰ
認証医療機関を含めた調整に移行する。･･･東京消防庁

病院引継
⑴ 二次医療機関のタブレットを使用･･･釜石大槌地区行政事務組合消防本部
⑵ 同乗している通訳を介して、医師に引き継いでいる。･･･成田市消防本部

その他
⑴ 空港内では通訳等がいるため、救急搬送時に救急隊が同乗を依頼している。･･･成田市消防本部
⑵ 「外国人旅行者向けリーフレット」を作成し管内の宿泊施設等に配布。東京版救急受診ガイドでは英語版ＷＥＢペー
ジを作成している。･･･東京消防庁、藤沢市消防局

⑴ 「外国人旅行者向けリーフレット」を作成し管内の宿泊
施設等に配布。東京版救急受診ガイドでは英語版ＷＥＢ
ページを作成している。･･･東京消防庁
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